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緒 論

1)
党に著者は第一報に於てAdrenalinとHistal.-1＼
mineとの桔抗作用､第二幕に於て副交感神経

末梢興奮剤Pilocarp三neと副交感神経末梢痛棒

剰 Atropineとの措抗作用を組織像より証明し
3)

た｡次いで第三報に於 てN三cotineとMorphine

との桔抗作用を組織像より証明 し､その際桔抗

作周の本態の中核をなすものは､両者の自律神

経系に対 す̀る態麦であることを論述 した.さて

Nicotineによる組妓像の変化が起る原因は､自

律神経節に対するNicot三neの作用に基すくもの

と考えられる.つまりN三cotineによって自律再

審節の腕痔が起るのであるが.自律頑経節の肺

痔は組戯 像に襲化を生 じさせるためには積極的
4)

な役割を演じないで､肺痔の前段階の興奮によ

って組織像に襲化が起ることは前章に於て述べ

た｡このことは Atrop三ne注射による組織像の襲

化 も､Atrop三neによって惹起 された副交感神

経腫痔が主役を演ずるのではなくして､第二幕

に述べた如 く.腫淳に結抗 して起る副交感神経

興奮によるものと考えられるのであって､何れ

も興奮によるという点に於て軌を-･にすること

である｡

若し上述の如く､N三cot二neによる組織像の襲

化が,自律帝展節の興奮即ち交感神経及び副交

感神経の同時に起る興奮によるものであるとす

れば従乗漠然と臨床的に結抗作用があると考え

られている交感神経興奮剤Adrenalinと副交感

神経興奮剤Pilocarpineとを同時に注射した集

合に､私共はNicotine注射の際の組織像と類炊

した組織像を期待して差支えないのではある士

いかOそして若しもこの際類似 した,W織像が賓

際に見出されたとすれば､私共が従乗ただ漠然

とAdrenalinとPilocarpineとは措抗する､つま

り交感神経興奮剤と副交感神経興奮剤とは互に

指抗作用を有するという考えは訂正 され､新L

い角度から検討されねぼならぬことになるので

あろう｡

依って著者は次の箕験を企園し､従乗の自律

神経系の働らき方に対■する考えを検討すること

にした｡

膏験の方法と書愈材料の虞理

150g前后の体重を有する白鼠30匹 (雌雄を

樟ぼず)を試獣とし､これを3群に分け各群を

10世とした｡

第1群の試獣には千倍Adrenal三nlml､第2

群には百倍P三locarp三nelml.第3群には千倍

Adrenal三n1mlと百倍P二locarp三ne1mlとを同

時に皮下注射を行った｡そして1時間の臨床的観

察の后に試獣を頚動脈切断によって殺したoL

かし1時間以吋に試獣が死んだ侍は､殺した場合

と同様に脳と肝臓とを直ちに取 り出 し10% の

Formalinで固定したBその後胎のAreaprae-

centralis及び肝臓の小片より6pの切片をつく
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9.この切片を1%のカルボール溶液にThionin

を飽和状態にとか した染色液で染色したO

賛 験 所 見

各群の試獣に見られる所見は大体に於て共通

であるので.此虎には各賓験例に於げろ所見を

一々記述する事をやめて､各群の纏拓的所見を

述べよう｡

第1群A Adrenalin注射による肝細胞所見

詳細は第一報に記載した通 Dであるから簡軍

に述べる｡肝小葉の中心静脈の周囲に於ける肝

細胞の襲化は然程著 しくはなく.中間帯 か ら

GLISSON氏鞘に近すくに従って襲化が明らかに

見られた｡即ちこの部に於ける肝細胞に於ては

Chromatolys三S即ちT三groid小体の顕粒状崩壊

が一帯に見られ,症例によっては標本全体に亘

ってTigro三d小体の明確に見られる紬胆は殆ど

ない位嬰化の甚だしいものもあったOそして標

本の虞どころ特にGLISSON氏鞘附近にはChr0-

matolysI'SとChromophiliaを作った細胞が孤立

的に或は韓国的に認められた｡この種の細胞で

は多少禰浸性に青染した原形質の中に既壊した

Tigro三d小体が透見された｡肝細胞原形質円の

基泡形成や蜂竃楼構造も認められたが､元々肝

細胞円の染色物質の量は試獣の発着駅態の良否

に著しく関係があるので､これを直ちにAdre-

nal三nの注射に結びつけて説明することは警戒

を要する.

第 1群B Adrenal三n注射による神経細 胞の

整地

碑躍細胞の組織像に現われる襲化を追求する

対象として､私共の之迄の雷験に於て､大勝皮

質第5暦の宜態錐体細胞を選んできたが,その

理由は第 -.報に述べたので再びこ でゝ解れない

ことにするO又大脳皮質の各層･の神経細胞は所

謂正常的動物に於ても.試獣の栄養状態或は生

理的状態に関するのか或は叉標本作成の途上に

起る人工的操作の結果なのか明確に云う事の困

難な所見.即ち神経細胞D青染(Chromophニ1三a

棟現象)､細胞の萎縮その他私共が種 々の 病 的

状態に見る顔見と同様の所見が種 々の程度に於

て見由されることがあるあで､･･繭経細胞の組撒
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像を見る場合には非常に供重でなけ れ ばな ら

ぬo

さてAdrenalin注射の場合の組結像は､NISSL

染色体を明確に認め得る細胞もあ9､叉 Chr0-

matolysis即ちNISSL小体の頼粒状崩壇､Chr0-
mophilia即ち細胞原形質禰漫性青染或は雨着

の伴った像を呈する細胞もあれ 大体に於て肝

細胞と平行する像を認めた｡

第2群A Pilocarp三ne注射による肝細 胞の

変化

この場合は顕著な襲化が見られる｡明瞭に認

め得る肝細胞Tigro三d小体の敦は甚だ減少して

いて､標本の殆ど全体にわたってChromatoly-

S三S､Chromoph三1三aの像が見られる｡しかし中

心静振附近は奨化が比較的軽度である｡

第2群B P三locarp三ne注射による神経細胞の

撃化

著 しい堅化が見られ､殆ど標本の大牢にわた

って Chromatolys･lE･､Chromophil三aの像が見

られ､はっき り認め得るNISSL小体の数は甚だ

減少している.

第 3群A Adrenal三rl一及びP三locarp三neの同時

注射の際に於ける肝細胞所見

この場合はAdrenal三n又はP三locarp三ne軍猫注

射の際の組織像よりもずつと顧著であい Ch-

romatolys三S､Chromophさ1三aが標本の殆ど全部

に見られるが､雨着の合併 した像が最 も多く見

られることからしても変化の張さが窺われる｡

標本によっては明瞭なTigro三d小体が殆ど全視

野に亘って数えるほどしかないという強さのも

の もあるが､多くは中心静眠附近を中心として

明瞭なTgroI'd小体が ところどころに見られ

た.

第3群B Adrenal三_T3及びP三locarpineの同時

注射の際に於ける神経細胞所見

この際も第3群A同様にAdrerl-alin､P三locar-

pI'ne筆問注射の場合1少も､奨化は蓬カに高度

であり､ChromatolyE･'S､Chrcmophil三a及び両

者の合併したイ象等軽々であるが.明確に見られ

るNISSL小体は殆どないと云って良い程度の強

い変化が見られた｡
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所見の総括と考接

以上述べた賀験所見を練括すると.交感神経

興奮剤Adrenal三mと副交感神経興奮剤Pilocar-

p三ne各々草間注射の組織像よりも､両者同時に

注射した場合の組織像は遥かに襲化が強いこと

が証明されたO従って組椋 像で観察した結果か

らは､AdrenalinとP二locarpineとは桔抗しない

ことは明瞭に観取できるのである｡

佃琉床的観察の結果を述べると.Adrenalin､

Pilocarpine各々軍燭注射の場合は一時間 の観

察中に試獣は死ぬことはなく､途中一時元気は

蓑えるが､時間の経過と共に却って元気を回復

するのが見られた｡勿論Pilocarp三ne注射の白

鼠では著明な流挺､流涙.大小便の排浬が観察

された.AdrenalinとPilocarpine同時注射の白

鼠では､大部分の試獣は10分内外で莞死 し､一

時間生きることのできたのは例外的といってよ

かつた.なお同時注射の際の自律神経症状とし

ては､流涙､流誕が軽度に見られた｡

以上の臨床的観察から見て.Adrenal三nと

Pilocarpineとの同時注射によって生 体 のエネ

ルギー滑耗が除去されず､却って増強され､た i･

臨界的に観察された自律神経症状のみが相殺さ

れて栢々軽度に:現われたに過ぎないと考うべき
5)

であるから､EICHHOLTZが自律神経系に於 て

一方の興奮が下がると他方は強くなると云って

いるが,寧ろ富際は生体は一方の興奮がつよま

った時に他方の興奮も高まることによって平衡

を保とうとする.つまり生体のエネルギーの一

層の滑耗を犠牲にしても平衡をたもとうとする

のであって.このことは既に第一報に述べたこ
6)

とである｡この例として第二報に述べたごとく.

長時日のインシュリン注射は副腎臆質の肥大を
丁)

誘牽するとと､DALEの指摘した如 く血管揖張

作用を有するHistamineは副腎に働いてその反

対作用を有するAdrenalin産出を盛にす る こ
tqつ

と､又 HoUssAY及びMoLINELLlの報昔によれ

ば Acetylcholineが血液中に_増量すると副腎か

らのAdrenalin産出が増加する等の事箕があげ

られる｡

さてAdrenalinとPilocarpine同時注射の際の

自律神経症状のみをとりあげ､て親察すると､各

々軍猫注射の自律碑経症状よ9も軽 変 で あ る

が､このことは同時注射の場合､この爾自律神

経毒に基すく各器官に於ける興奮数異が相殺さ

れて減弱して現われた馬であると考えられるの

であって､之は決 して生体に於ける自律碑鮭緊

張安の安定した平衡を示すものではなく.生体

のエネルギーを高度に滑費して漸 く得た甚だ不

安定な平衡と解鐸すべきである.このことは同

時注射の際白鼠の殆どすべてが注射後10分内外

で発死すること及び組織学的所見が草間注射の

際のそれよりも造かに顕著であることによって

推察できるのである｡

以上のことは第一報に述べた私共の考えを裏

書きするものであると思う｡
9)

又神経作用の体液性俸導畢詮から考えてみて

も､同時注射の際には交感､副交感神経共に興

奮 し､外部から祝祭できる臨床的症状即ち臼律

神経症状だけは､南方の興奮敷異の差と見倣し

得るのであって､生体のエわしギー滑費は各々

Adrenalin､Pilocarp三ne軍濁注射の場合の相加

と見なし得るのであり､従って同時注射による

組織像が茸嘱注射のそれより顕著であることは

嘗然であり､恰かもNicotine畢濁注射の像を坊

沸させるもがある｡

以上述べたことによってみると､臨床的所見

つま り自律神経症状が軽度であるか ら とい っ

て､生体のエネルギー滑耗の少ない安定した自

律神経緊張の平衡状態と考えることは危険であ

って､それには組織撃的所見の裏付けが必要で

ある｡この点から見ても､私共の之迄の組織像

から種々の自律紳経毒桔抗作用を考察する方法

は意義あるものと考えている｡

自律神経毒の措抗作用を論ずる場合.その措

抗作用が生体のエネルギー消耗の少ない安定し

たものであることが必要催件と考えられるので

あって.展の桔抗作用は私共の之迄の茸験から

考えて.検すべき2種の自律神経毒を同時に注

射した場合の組織像の襲化が零又はそれに近い

ものに限るべきである｡か ゝる点か ら見るなら

ば､AdrenalinとPilocarpineとは括抗作用を皇

するものでなく､第二報に於て組絞像から証明

野
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した如 く,PilocarpineとAtropineのように副
10)

交感神経興奮剤とその遮断剤 (現在は液性侍連

語の立場から肺樺剤とV･う言葉を用いないで-

子役に遮断剤と云われている)､まだ苦験 して な

いが､之迄の雷験結果から容易にそうと推定で

きる交感神経興奮剤とその遮断剰とが生体エネ

ルギー消耗の少ない安定した措抗作用を示すも

の と考えられる｡

結 論

1)千倍Adrenalin1ml叉は百倍Pilocarpine

1mlの皮下注射によって.白鼠の肝細胞染色物

質 (肝細胞ヌクレオプロテイド様果引::ill(丸井)

及び肝細胞チグロイド小体)及び神経細胞染色

物質 (NISSL額 粒及びNISSL小体)は或る程度

平行的にChromatolys三S､Chromoph三1主aの現

象を呈し乍ら減量する｡

21千倍Adrenal三n1ml及び百倍 Pilocar-

p三nelmlの同時注射による組織数の襲rEは両
者の畢唱注射のそれよりも造かに顧著であD､

恰もNicotine軍澗注射の像 (第≡報)をそ方沸さ

せるものがある｡

3)以上の組織像からいってAdrenalinとPi-

1ocarpineとは括抗作問を有 しない｡侍雨着の

同時注射の場合には,表面に現われる自律神経

症状だけをとりあげてみると.各々畢猫注射の

それよりも造かに軽度であるが.白鼠の殆どす

べてが注射後10分内外に舞死する点から見て.

この場合の軽い自律神経症状は､決して生体の

安定した自律神経緊張の平衡状態を示すもので

なく､生体のエネルギーを高度に消費して漸 く

得た甚だ不安定な平衡状態と解樗すべ きで あ

る｡

よって臨床的所見に於て､何か 2種の白樺神

経毒の同時注射の際自律神経症状が軽度である

からと云って､必ずしも生体のエネルギー滑赤毛

の少い安定した自律神躍繋張の平衡状態と考う

べきでな く､それには組織翠的所見の裏付けが

必要である｡

4)自律神経の措抗作問を論ずる場合に､そ

の措抗作用が生体,Dエネルギ一泊禾毛D少ない安

定したものであることが必要俵件と考うべきで

あるから､虞の措抗作用は私共の之迄の貫験か

らみて､検すべき2樺の自律神経毒を同庫に注

射 した場合に起る組織像の変化が雰又はそれに

近いものに限るべきである｡か ゝる点から考え

てAdrenal三nとP三locarp二neは措抗作用を有す

るものでなく､第二報に於て証明したP主locar-

p三neとAtrop三neの如く副交感神経興奮剤とそ

の遮断剤､まだ賓陵はしてないが之迄の賓鹸結

果から容易に推定される交感神標興奮剤とその

遮断割とが､生体のエネルギー滑耗の少い安定

した措抗作用を示すものと考え得る｡

5)第一報に於て生体の自律殖産系の山方の

興奮は或る程度他方の興奮を惹起させる傾向が

あると述べたが､そのように生体にはそのエネ

ルギーを消耗させて､表われる自律神経症状を

最′J､にせんとする傾向が認められることを確認

した｡

潤筆に臨み､御指導御校閲を賜った丸井学長､並
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